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国道３４９号の整備促進について 
 

 

国道３４９号は、昭和５０年４月に国道へ昇格以来、貴県の特段のご

高配により漸次改良整備が進められ、着々とその成果が得られているこ

とに感謝申し上げます。 

国道３４９号は、茨城県水戸市を起点に福島県の阿武隈山系を縦断し

ながら宮城県柴田町に至る実延長約２６０km、沿線３県・１８市町村に

及ぶ路線でありますが、阿武隈山系を縦断するという路程から、その多

くが山間部を通過しており、未だ各所に幅員が狭隘で、かつ、屈曲の甚

だしい箇所があります。また、沿線市町村の中心市街地等を通る路線で

も、歩道等交通安全施設の整備が遅れているため、近年の通行量の増加、

特に大型車両の増加によって歩行者の安全が脅かされているなど、その

実情は次頁以降に記載されている整備促進要望箇所が示すとおりであり

まして、地域住民からは一日も早い改良整備が強く求められております。 

道路は、人と暮らしを支え、豊かな地域社会を形成する上で最も基本

的な社会資本であることは言うまでもなく、道路網の整備なくして、地

域の発展は成し得ません。 

さらに未曾有の被害をもたらした東日本大震災において道路は、支援

物資の運搬や緊急車両の通行など「命をつなぐ道」として、その重要性

が再認識されたところであり、特に国道３４９号は、高速道路等幹線道

路の機能が失われた際にその機能を補完できる道路として、その整備が

改めて重要視されております。 

つきましては、沿線市町村の振興発展と沿線住民の安全・安心の確保、

そして幹線道路災害時の補完機能を強化するためにも、沿線市町村が求

める整備促進要望箇所について、早急に整備を図られるよう強く要望い

たします。 
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国 道 ３ ４ ９ 号 整 備 促 進 要 望 箇 所 
 

県
名 

市町村名 
要望 

番号 

要  望  箇  所 
事 業 名 

箇所名（地名） 延長 m 

福 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

島 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

県 

伊 達 市 

１ 
梁川町五十沢字柴崎地内 

～沼ノ平地内
1,500 国 道 改 築

２ 梁 川 バ イ パ ス 2,750 国 道 改 築

３ 
保原町二井田字八百地 

～十二丁目地内
2,600 道 路 改 良

４ 保原町字四丁目～赤橋地内 450 道 路 改 良

５ 御 代 田 バ イ パ ス 3,500 国 道 改 築

川 俣 町 ６ 大 綱 木 地 区 5,000 国 道 改 築

二 本 松 市 

７ 戸 沢 字 六 角 地 内 400 局 部 改 良

８ 万 上 地 区 200 局 部 改 良

９ 浮 内 地 区 100 道 路 改 良

10 戸 ノ 内 地 区 1,000 道 路 改 良

11 宮 ノ 前 地 区 500 道 路 改 良

田 村 市 

12 
船引町荒屋敷地内 

～軽井沢地内
2,600 道 路 改 良

13 大越町牧野字笹ノ町地内 100
交通安全施設等整備

（ 歩 道 設 置 ）

小 野 町 14 谷 津 作 地 区 550 歩 道 設 置

い わ き 市 

15 三和町臼石地内～戸沢地内 1,300 歩 道 設 置

16 三 和 町 上 三 坂 地 区 700
交 差 点 改 良

歩 道 設 置

平 田 村 

古 殿 町 
17 

平田村楢坂地区 

～古殿町山上字才木草
2,150 道 路 改 良
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県 

名 

市町村名 
要望 

番号 

要  望  箇  所 
事 業 名 

箇所名（地名） 延長 m 

福 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

島 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

県 

古 殿 町 

18 山 上 竹 貫 田 地 内 1,100 道 路 改 良

19 長 光 地 地 内 2,000 道 路 改 良

鮫 川 村 

20 強 滝 地 区 400 道 路 改 良

21 滝 ノ 下 地 区 1,600 道 路 改 良

22 戸 草 ・ 大 竹 地 区 3,000 道 路 改 良

塙 町 

23 南 田 代 地 区 2,400 道 路 改 良

24 片 貝 地 区 1,800 道 路 改 良

矢 祭 町 

25 小 田 川 ２ 工 区 （ 宝 坂 ） 1,340 国 道 第 一 種 改 良

26 
下 関 工 区
（小田川・下関河内・上関河内）

4,400 道 路 改 良
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要望 

番号 
市町村名 福 島 県 伊 達 市 

１ 要望箇所 梁川町五十沢字柴崎地内～沼ノ平地内 

事 業 名 国 道 改 築 

延長（ｍ） １，５００ 

≪現状と要望事項≫ 

 

伊達市梁川町五十沢字柴崎地内～沼ノ

平地内の区間は、阿武隈川の増水時には冠

水によって通行不能となる箇所であり、幅

員も狭隘で屈曲が続くため、対面交差を行

うためには一方が待避所まで後退しなけ

ればなりません。 

また、本区間にある滝沢橋は、昭和４２

年に架設され、現在、老朽化も著しく、歩

行者・車両ともに大変危険な状況にありま

す。 

つきましては、早急に改良整備を図られ

るよう強く要望する。 

 

 
１ 福 島 県 伊 達 市 
  梁川町五十沢字柴崎地内～沼ノ平地内（Ｌ＝1,500m）

国 道 改 築 
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要望 

番号 
市町村名 福 島 県 伊 達 市 

２ 要望箇所 梁 川 バ イ パ ス 

事 業 名 国 道 改 築 

延長（ｍ） ２，７５０ 

≪現状と要望事項≫ 

 

伊達市梁川町市街地を縦貫する本路線

は、幅員が狭隘な上、交通量の増大等によ

り朝夕のラッシュ時に限らず、日中におい

ても交通渋滞が生じております。 

梁川バイパスについては、現在、一部供

用部分があるものの、依然として市街地を

通過せざるを得ず、特に梁川町山舟生、白

根地区には３箇所の砕石場があるため、大

型ダンプの往来も激しく、また歩道も狭隘

なため、歩行者・車両ともに大変危険な状

況にあります。 

つきましては、早急に改良整備を図られ

るよう強く要望する。 

 

 

 

２ 福 島 県 伊 達 市 
  梁川バイパス（Ｌ＝2,750ｍ）

国 道 改 築 
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要望 

番号 
市町村名 福 島 県 伊 達 市 

３ 要望箇所 保原町二井田字八百地～十二丁目地内 

事 業 名 道 路 改 良 

延長（ｍ） ２，６００ 

≪現状と要望事項≫ 
 

伊達市保原町二井田字八百地～十二丁

目地区間は、２車線区間で交通量の多い区

間でありますが、車道並びに歩道の幅員が

狭く、また、歩道未整備区間もあるため、

歩行者・車両ともに大変危険な状況にあり

ます。 

つきましては、早急に改良整備を図られ

るよう強く要望する。 

 

 

３ 福 島 県 伊 達 市 
  保原町二井田字八百地～十二丁目地内（Ｌ＝2,600ｍ）

道 路 改 良 
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要望 

番号 
市町村名 福 島 県 伊 達 市 

４ 要望箇所 保原町字四丁目～赤橋地内 

事 業 名 道 路 改 良 

延長（ｍ） ４５０ 

≪現状と要望事項≫ 
 

伊達市保原町字四丁目～赤橋地内の区

間は、伊達市の中心市街地に位置し、自動

車、歩行者及び自転車の通行量が大変多い

区間でありますが、自歩道が未整備であ

り、加えて一部区間では、幅員が狭隘なた

め一方通行区間となっているなど、歩行

者・車両ともに大変危険な状況にありま

す。 

つきましては、早急に改良整備を図られ

るよう強く要望する。 

 

４ 福 島 県 伊 達 市 
  保原町字四丁目～赤橋地内（Ｌ＝450ｍ）

道 路 改 良 
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要望 

番号 
市町村名 福 島 県 伊 達 市 

５ 要望箇所 御代田バイパス 

事 業 名 国 道 改 築 

延長（ｍ） ３，５００ 

≪現状と要望事項≫ 
 

伊達市月舘町御代田工区間は、幅員が狭

隘にして歩道も無く、特に大型車両が対面

交差を行うためには一時停止を行わなけ

ればならないなど、歩行者・車両ともに大

変危険な状況にあります。 

つきましては、早急に改良整備を図られ

るよう強く要望する。 

 

 

５ 福 島 県 伊 達 市 
  御代田バイパス（Ｌ＝3,500ｍ） 

国 道 改 築 
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要望 

番号 
市町村名 福 島 県 川 俣 町 

６ 要望箇所 大 綱 木 地 区 

 

 

 

 

事 業 名 国 道 改 築 

延長（ｍ） ５，０００ 

≪現状と要望事項≫ 
 

川俣町の仁井町～大綱木境木間は、幅員

が狭隘でカーブが連続しており、また、大

型車両の通行も多く、歩行者・車両ともに

大変危険な状況にあります。 

つきましては、早急に改良整備を図られ

るよう強く要望する。 

 

 

６ 福 島 県 川 俣 町 
  大綱木地区（Ｌ＝5,000ｍ） 
  国 道 改 築 
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要望 

番号 
市町村名 福 島 県 二 本 松 市 

７ 要望箇所 戸沢字六角地内 

 

 

 

事 業 名 局 部 改 良 

延長（ｍ） ４００ 

≪現状と要望事項≫ 
 

二本松市戸沢字六角地内は、２車線で歩

道も整備されている区間でありますが、カ

ーブで見通しが悪く、対向車同士の接触事

故が多発しており、特に、冬期間は日当た

りが悪いため、路面凍結によるスリップ事

故も多発しており、大変危険な状況にあり

ます。 

つきましては、早急に改良整備を図られ

るよう強く要望する。 

 

７ 福 島 県 二 本 松 市 
  戸沢字六角地内（Ｌ＝400ｍ） 

 局 部 改 良
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要望 

番号 
市町村名 福 島 県 二 本 松 市 

８ 要望箇所 万 上 地 区 

事 業 名 局 部 改 良 

延長（ｍ） ２００ 

≪現状と要望事項≫ 
 

二本松市万上地区は、２車線で歩道も整

備されている区間でありますが、カーブで

見通しが悪く、対向車同士の接触事故が多

発しており、特に、冬期間は日当たりが悪

いため路面が凍結し、自損事故等も多発し

ており、大変危険な状況にあります。 

つきましては、早急に改良整備を図られ

るよう強く要望する。 

 

 

８ 福 島 県 二 本 松 市 
  万上地区（Ｌ＝200ｍ） 

局 部 改 良 
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要望 

番号 
市町村名 福 島 県 二 本 松 市 

９ 要望箇所 浮 内 地 区 

事 業 名 道 路 改 良 

延長（ｍ） １００ 

≪現状と要望事項≫ 
 

二本松市東新殿字浮内地区は、屈曲した

視距の悪い区間で、集落へ通ずるＴ字交差

となっております。 

さらに、本区間は通学路としても利用さ

れており、歩行者・車両ともに大変危険な

状況にあります。 

つきましては、早急に改良整備を図られ

るよう強く要望する。 

 

 

９ 福 島 県 二 本 松 市 
  浮内地区（Ｌ＝100ｍ） 

道 路 改 良 
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要望 

番号 
市町村名 福 島 県 二 本 松 市 

10 要望箇所 戸 ノ 内 地 区 

事 業 名 道 路 改 良 

延長（ｍ） １，０００ 

≪現状と要望事項≫ 
 

二本松市杉沢字戸ノ内地区は、屈曲した

視距の悪い区間で、集落へ通ずるＴ字交差

となっております。 

さらに、本区間は通学路としても利用さ

れており、歩行者・車両ともに大変危険な

状況にあります。 

つきましては、早急に改良整備を図られ

るよう強く要望する。 

 

 

10 福 島 県 二 本 松 市 
  戸ノ内地区（Ｌ＝1,000ｍ） 

道 路 改 良 
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要望 

番号 
市町村名 福 島 県 二 本 松 市 

11 要望箇所 宮 ノ 前 地 区 

事 業 名 道 路 改 良 

延長（ｍ） ５００ 

≪現状と要望事項≫ 
 

二本松市杉沢字宮ノ前地区は、屈曲した

視距の悪い区間で、集落へ通ずるＴ字交差

となっております。 

さらに、本区間は通学路としても利用さ

れており、歩行者・車両ともに大変危険な

状況にあります。 

つきましては、早急に改良整備を図られ

るよう強く要望する。 

 

 

11 福 島 県 二 本 松 市 
  宮ノ前地区（Ｌ＝500ｍ） 

道 路 改 良 
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要望 

番号 
市町村名 福 島 県 田 村 市 

12 要望箇所 船引町荒屋敷地内～軽井沢地内 

事 業 名 道 路 改 良 

延長（ｍ） ２，６００ 

≪現状と要望事項≫ 
 

田村市船引町門鹿字荒屋敷地内～新舘

字軽井沢地内では、荒屋敷地内で国道３４

９号と主要地方道浪江・三春線が交差する

交通量の多い交差点があるが、この交差点

の信号が三現示式信号機であるため、朝夕

のラッシュ時には甚だしい渋滞を引き起

こし、車両通行に支障を来しております。

また、新舘字軽井沢地内は、幅員が狭隘

なため大型車両との対面交差が困難な状

況にあります。 

さらに、本区間は、歩道の整備がされて

おらず、特に、軽井沢地内の沿線には、小・

中学校があるため、通学中の児童生徒が危

険にさらされております。 

つきましては、早急に改良整備を図られ

るよう強く要望する。 

 

 

 

 

 
              ┏━ 
              ┃ 
              ┃ 
              ┃ 
              ┃ 
              ┃ 
              ┃ 
              ┃ 
              ┃ 
              ┃ 
              ┗━ 

12 福 島 県 田 村 市 
  船引町荒屋敷地内～軽井沢地内 
  （Ｌ＝2,600ｍ）道 路 改 良
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要望 

番号 
市町村名 福 島 県 田 村 市 

13 要望箇所 大越町牧野字笹ノ町地区 

事 業 名 
交通安全施設等整備 

（歩道設置） 

延長（ｍ） １００ 

≪現状と要望事項≫ 
 

田村市大越町牧野字笹ノ町地区は、通学

路でありながら、狭隘で車両防護柵もない

歩道未設置箇所があり、歩行者・車両とも

に大変危険な状況にあります。 

つきましては、早急に歩道等交通安全施

設等の整備を図られるよう強く要望する。

 

 

13 福 島 県 田 村 市 
  大越町牧野字笹ノ町地区（Ｌ＝100ｍ）
  交通安全施設等整備（歩道設置） 
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要望 

番号 
市町村名 福 島 県 小 野 町 

14 要望箇所 谷 津 作 地 区 

事 業 名 歩 道 設 置 

延長（ｍ） ５５０ 

≪現状と要望事項≫ 
 

小野町谷津作地区は、近隣小・中学校の

通学路として利用されているが、歩道が整

備されていない区間があり、歩行者・車両

ともに大変危険な状況にあります。 

つきましては、早急に歩道を設置される

よう強く要望する。 

 

 

14 福 島 県 小 野 町 
  谷津作地区（Ｌ＝550ｍ） 

歩 道 設 置 
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要望 

番号 
市町村名 福 島 県 い わ き 市 

15 要望箇所 三和町臼石地内～戸沢地内 

事 業 名 歩 道 設 置 

延長（ｍ） １，３００ 

≪現状と要望事項≫ 
 

いわき市三和町中三坂字臼石地内～戸

沢地内は、国道４９号と磐越自動車道小野

ＩＣ間にあるため、両方面に向かう大型車

両の通行が非常に多い区間であります。 

しかしながら、本区間には、歩道が整備

されておらず、また、街灯も設置されてい

ないため、特に夕刻や夜間の歩行者が危険

にさらされております。 

つきましては、早急に歩道を設置される

よう強く要望する。 

 

 

15 福 島 県 い わ き 市 
  三和町臼石地内～戸沢地内 
  （Ｌ＝1，300ｍ）歩 道 設 置 
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要望 

番号 
市町村名 福 島 県 い わ き 市 

16 要望箇所 三和町上三坂地区 

事 業 名 交差点改良・歩道設置

延長（ｍ） ７００ 

≪現状と要望事項≫ 
 

いわき市三和町上三坂地区にある交差

点は、物流指定路線である国道４９号と交

差しておりますが、その交差形状が悪く、

国道３４９号から上り方面の国道４９号

への左折及び下り方面の国道４９号から

国道３４９号への右折において、大型車両

の通行が非常に危険な状況にあります。 

また、本交差点周辺の国道３４９号は、

大型車両の交通量が多い区間であります

が、歩道が整備されておらず、歩行者が危

険にさらされております。 

つきましては、早急に交差点の改良並び

に交差点周辺へ歩道を設置されるよう強

く要望する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

            ○ 

16 福 島 県 い わ き 市 
  三和町上三坂地区（Ｌ＝700ｍ） 
  交差点改良・歩道設置 



- 20 - 

 

 
要望 

番号 
市町村名 福 島 県 平 田 村 ・ 古 殿 町 

17 要望箇所 平田村北方字楢坂地区～古殿町山上字才木草地区 

事 業 名 道 路 改 良 

延長（ｍ） ２，１５０ 

≪現状と要望事項≫ 
 

平田村北方字楢坂地区～古殿町山上字

才木草地区は、幅員狭隘にして屈曲が続い

ており、また急勾配でもあるため、特に、

大型車両との対面交差が困難な状況にあ

り、車両交差を行うためには、坂道で見通

しの悪い状況下で一方が待避所等まで後

退しなければならず、大変危険な状況にあ

ります。 

つきましては、早急に改良整備を図られ

るよう強く要望する。 

 

 

17 福島県平田村・古殿町  
  平田村北方楢坂地区～ 

古殿町山上字才木草（Ｌ＝2,150ｍ）
道 路 改 良 



- 21 - 

 

 
要望 

番号 
市町村名 福 島 県 古 殿 町 

18 要望箇所 竹貫田地区 

事 業 名 道 路 改 良 

延長（ｍ） １，１００ 

≪現状と要望事項≫ 
 

古殿町山上字竹貫田地内間は、幅員狭隘

にして屈曲が続いているため、接触事故等

が多発しております。 

また、本区間は、路線バスやスクールバ

スが運行されておりますが、それら大型車

両が対面交差を行うためには、一方が待避

所まで後退しなければならず、大変危険な

状況にあります。 

つきましては、早急に改良整備を図られ

るよう強く要望する。 

 

 

 

 

 

 
        ┏━━━━━━━━ 
        ┃ 
        ┃ 
        ┃ 
        ┃ 
        ┃ 
        ┃ 
        ┃ 
        ┗━ 

18 福 島 県 古 殿 町 
  竹貫田地区（Ｌ＝1,100ｍ） 

道 路 改 良 



- 22 - 

 

 
要望 

番号 
市町村名 福 島 県 古 殿 町 

19 要望箇所 長 光 地 地 内 

事 業 名 道 路 改 良 

延長（ｍ） ２，０００ 

≪現状と要望事項≫ 
 

古殿町鎌田字長光地地内間は、特に交差

点付近の幅員が狭隘で、また急カーブも多

いため、交通事故が多発しております。 

さらに、本区間は、福島空港の開港並び

に小名浜港の整備に伴い、大型車両の通行

が年々増加しておりますが、対面交差が困

難であり、歩行者・車両ともに大変危険な

状況にあります。 

つきましては、早急に改良整備を図られ

るよう強く要望する。 

 

 

19 福 島 県 古 殿 町 
  長光地地内（Ｌ＝2,000ｍ） 

道 路 改 良 



- 23 - 

 

 
要望 

番号 
市町村名 福 島 県 鮫 川 村 

20 要望箇所 強 滝 地 区 

事 業 名 道 路 改 良 

延長（ｍ） ４００ 

≪現状と要望事項≫ 
 

鮫川村西山字強滝地内は、一部は改良さ

れておりますが、未改良区間は狭隘で急勾

配、急カーブが連続しており、特に冬期間

においては、路面凍結によるスリップ事故

が多発するなど、大変危険な状況にありま

す。 

つきましては、早急に改良整備を図られ

るよう強く要望する。 

 

 

20 福 島 県 鮫 川 村
  強滝地区（Ｌ＝400ｍ） 

道 路 改 良 



- 24 - 

 

 
要望 

番号 
市町村名 福 島 県 鮫 川 村 

21 要望箇所 滝 ノ 下 地 区 

事 業 名 道 路 改 良 

延長（ｍ） １，６００ 

≪現状と要望事項≫ 
 

鮫川村赤坂東野字滝ノ下地内は、幅員が

狭隘で屈曲が続いており、普通車両同士の

対面交差も容易ではなく、接触事故が多発

しております。 

また、本区間は、幼児バス・スクールバ

スが運行されている路線でもあり、これら

大型車両との交差を行うためには、一方が

民家の入口などに移動しなくてはならな

いなど、大変危険な状況にあります。 

つきましては、早急に改良整備を図られ

るよう強く要望する。 

 

 

21 福 島 県 鮫 川 村 
  滝ノ下地区（Ｌ＝1,600ｍ） 

道 路 改 良 



- 25 - 

 

 
要望 

番号 
市町村名 福 島 県 鮫 川 村 

22 要望箇所 戸 草 ・ 大 竹 地 区 

事 業 名 道 路 改 良 

延長（ｍ） ３，０００ 

≪現状と要望事項≫ 
 

鮫川村赤坂東野字戸草地内は、幅員が狭

隘の上、屈曲が連続する俗称「つづらおり」

区間であり、接触事故が多発しておりま

す。 

また、スクールバス等大型車両との対面

交差を行うためには、一方が待避所まで後

退しなければならず、普通車同士であって

も路肩、あるいは側溝掛蓋の上を利用しな

ければ交差が出来ないなど、大変危険な状

況にあります。 

つきましては、早急に改良整備を図られ

るよう強く要望する。 

 

 

22 福 島 県 鮫 川 村 
  戸草・大竹地区（Ｌ＝3,000ｍ）

道 路 改 良 



- 26 - 

 

 
要望 

番号 
市町村名 福 島 県 塙 町 

23 要望箇所 南 田 代 地 区 

事 業 名 道 路 改 良 

延長（ｍ） ２，４００ 

≪現状と要望事項≫ 
 

塙町南田代地区は、幅員狭隘にして屈曲

が多く、対面交差は普通車同士が限界であ

り、大型車両との交差を行うためには、一

方が待避所まで後退しなければならず、歩

行者・車両通ともに大変危険な状況にあり

ます。 

つきましては、早急に改良整備を図られ

るよう強く要望する。 

 

 

23 福 島 県 塙 町 
  南田代地区（Ｌ＝2,400ｍ）
  道 路 改 良 



- 27 - 

 

 
要望 

番号 
市町村名 福 島 県 塙 町 

24 要望箇所 片 貝 地 区 

事 業 名 道 路 改 良 

延長（ｍ） １，８００ 

≪現状と要望事項≫ 
 

塙町片貝地区は、幅員狭隘にして屈曲が

多く、対面交差は普通車同士が限界であ

り、大型車両との交差を行うためには、一

方が待避所まで後退しなければならず、歩

行者・車両ともに大変危険な状況にありま

す。 

つきましては、早急に改良整備を図られ

るよう強く要望する。 

 

 

24 福 島 県 塙 町 
  片貝地区（Ｌ＝1,800ｍ）
  道 路 改 良 



- 28 - 

 

 
要望 

番号 
市町村名 福 島 県 矢 祭 町 

25 要望箇所 小田川２工区（宝坂） 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 国道第一種改良 

延長（ｍ） １，３４０ 

≪現状と要望事項≫ 
 

矢祭町小田川２工区は、通学路、バス路

線となっておりますが、人家が密接してい

るため幅員が極めて狭く、また、カーブも

多いため、大型車両が交差を行うために

は、一方が一旦停止しなければならず、歩

行者・車両ともに大変危険な状況にありま

す。 

また現在、本区間ではバイパス路線が暫

定的に工事されておりますが、未だ未供用

であります。 

つきましては、早急に改良整備を図られ

るよう強く要望する。 

 

 

25 福 島 県 矢 祭 町 
  小田川２工区（宝坂）（Ｌ＝1,340ｍ） 
  国道第一種改良 



- 29 - 

 

 
要望 

番号 
市町村名 福 島 県 矢 祭 町 

26 要望箇所 下関工区（小田川・下関河内・上関河内地内） 

 

 

 

 

 

事 業 名 道 路 改 良 

延長（ｍ） ４，４００ 

≪現状と要望事項≫ 
 

矢祭町を通る国道３４９号は、茨城県側

の常磐自動車道那珂ＩＣと福島県南部を

結ぶ路線として、さらには福島空港や会

津・県北地方の観光地へのアクセス道路と

して重要な路線であります。 

特に、平成１３年に茨城県側が全線整備

されてからは、大型車両の通行が増加して

おりますが、矢祭町下関工区は、大型車両

同士の対面交差が難しく、歩行者・車両と

もに大変危険な状況にあります。 

つきましては、早急に改良整備を図られ

るよう強く要望する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

26 福 島 県 矢 祭 町 
  下関工区（小田川・下関河内・上関河内）
  （Ｌ＝4,400ｍ）道 路 改 良 



 

 



国道３４９号建設促進期成同盟会 

構     成     員 

 

 
会 長 根  本     匠（衆 議 院 議 員） 

会 長 高  橋     靖（茨城県 水 戸 市 長） 

会 長 吉  成     明（茨城県 日 立 市 長） 

副会長 大 久 保  太  一（茨城県 常陸太田市長） 

会 長 海  野     徹（茨城県 那 珂 市 長） 

会 長 清  水  敏  男（福島県 い わ き 市 長） 

会 長 古  張     允（福島県 矢 祭 町 長） 

副会長 菊  池  基  文（福島県 塙 町 長） 

会 長 大  樂  勝  弘（福島県 鮫 川 村 長） 

会 長 岡  部  光  徳（福島県 古 殿 町 長） 

会 長 澤  村  和  明（福島県 平 田 村 長） 

会 長 大 和 田     昭（福島県 小 野 町 長） 

会 長 冨  塚  宥  暻（福島県 田 村 市 長） 

会 長 三  保  恵  一（福島県 二 本 松 市 長） 

会 長 古  川  道  郎（福島県 川 俣 町 長） 

会 長 仁 志 田  昇  司（福島県 伊 達 市 長） 

副会長 保  科  郷  雄（宮城県 丸 森 町 長） 

会 長 大  友  喜  助（宮城県 角 田 市 長） 

会 長 滝  口     茂（宮城県 柴 田 町 長） 



≪国 道 ３ ４ ９ 号 全 線 図≫ 

 

【沿 線 市 町 村】  

◎宮 城 県     

柴  田  町  

角  田  市  

丸  森  町  

 

◎福 島 県     

伊  達  市  

川  俣  町  

二 本 松 市  

田  村  市  

小  野  町  

い わ き 市  

平  田  村  

古  殿  町  

鮫  川  村  

塙     町  

矢  祭  町  

 

◎茨 城 県     

常 陸 太 田 市  

日  立  市  

那  珂  市  

水  戸  市  
 


	平成２５年度要望書（福島県庁用）
	要望書背表紙（10月以降）
	【25年度要望背表紙用②】
	新・背表紙
	【24年度要望背表紙用②】
	国 道 ３ ４ ９ 号 全 線 図



